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[は じめに]

1993年1月6B「 皇太子妃内定」のニュー

スは、意外性の高い衝撃的なニュースとして

多 くの人々 に受 け止 め られた(川 上 善郎

1993)。 しか し、マスコ ミ関係者の問では、

皇太子妃内定は前年の暮れごろから周知の事

実であり、問題はいつ 厂報道協定」を解 くか

という一点にあったという(丸 山昇1993)。

「報道協定解除」の直接的な きっかけは、ア

メリカのワシン トンポス ト紙最終版に皇太子

妃決定が小和田雅子の実名入 りで報道された

ことにある。 しかし、報道協定解禁の予告は、

当日の午後6蒔 にはすでにマスコミ各社に流

されていたにもかかわらず(丸 山1993、 総

合 ジャーナ リズム研究1993)、 報道協定の

解禁時間は2時 間30分 以上もあ とに設定 され

た。午後8時45分 になって、テ レビを中心 と

す るマスメディアが一斉に報道を始めたので

ある。1日 のうちでテレビ視聴世帯がもっと

も多い時間帯 は、午後8時30分 から9時 の間

(NHK世 論調査部1991)で あ り、明 らかに

報道協定解禁の時間設定をするにあたっての

根拠は、視聴者に早 く伝えることにはなく、

多 くの視聴者にいかに劇的に伝えるかにあっ

たのであ る。そのために、わざわざ放送中の

番組を中断 し、あたかも突発的なニュースが

起 こったかのように 厂臨時ニュース」 という

形で放送 されたのであった(注1)。 皇太子

妃内定という事実の報道ではな く、皇太子妃

内定 ドラマを演出しようというのである。H.

G.ウ ェールズの 「宇宙戦争」 をもとに した

ラジオ ドラマの中で、火星人の侵入を伝える

「臨時ニュース」 を聞いて、本当に火星 人の

侵入が始 まったと錯覚 しパニックになったと

い う話がある(川 上善郎1990)。 パニ ック

をおこさせるような真実味 を生みだ したのは

「臨時ニュース」 にあった。国民の知る権利

を'明らか に踏 み に じる報 道 自粛(亀 井淳

1993)か ら視聴者の 目をそらし、皇太子妃内

定報道をより劇的に演出するための小道具が

この 「臨時ニュース」であった。本来ならば

「ニュース」 として速やかに伝え られるべ き

事柄をも劇的効果などを考えて演出して しま

うメディアの姿勢は、その後の 「皇室報道」

に一貫 してあ らわれている。小田桐(1993)

は、マスメデ ィアの当日の報道行動 をメディ

アの側からあ とづけ、皇太子成婚のメデ ィア

イベントを 「報道 と祝賀が混沌 とした皇太子

結婚狂奏曲」 としてとらえている。

皇太子成婚 というイベン トは、地震や暗殺

といった突発的に起 こる出来事 と異な り、あ

らか じめ 日時や行なわれる事柄が確定 した出
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来事である。 しかし、これらの出来事に直接

的に参加で きる人々の数は社会的、空間的、

時間的に限定され、ごく一部の人々に過 ぎな

い。メディアによるイベン トの中継は、多数

の人々にこの出来事 を広 く知 らせ ることがで

ある。 しかも、あらか じめ行なわれることが

決 まっているので、メディアは受け手への最

大限の効果 を考えて報道することができる。

現実に進行するイベ ントをい く台 ものカメラ

で切 りとり、それらを再構成することによっ

て、実際以上に 「現実」に近い姿を視聴者に

伝えることが可能となる。特 にパ レー ドなど

の中継 においては、現実のイベン トに参加 し

た人が感 じる以上にパ レー ドに 厂参加」 した

感 じを与えることができるだろう。現実の多

数のイベン ト参加者 は 「人の頭だけしか見 え

なかった」 のに対 して、メディア視聴による

参加者はイベ ントの細部か ら全体像まで詳 し

く把握することができた。さらに、国民の大

多数 が現 実 のイベ ン トの進行 にあ わせ て

「今」 同じ画面を見ているとい う認識 は、み

んながひとつのイベントに参加 していると考

えさせるための重要な要素である。そのため

には、1%で も多 くの人が 「今」テレビ視聴

に向かっている事実 を作 り上げることが必要

なのである。単にメディアが 「イベント」を

中継 しているのではなく、進行 している出来

事 とそれを伝えるメディアとその視聴者をも

含めて全体が 「イベ ント」なのだ と感 じさせ

るのである0こ のような 「イベン ト」をここ

ではメディアイベン トとよんでおこう。

本研究は、大学生という限られた対象では

あるが、当 日の一日のテ レビ視聴 を調査 し、

「皇太子成婚」 というメデ ィアイベ ントに対

する調査対象者の視聴行動の特徴、メディア

視聴の質、 メデ ィアイベントへの態度 などを

明らかにす る。さらに、どのような個人的な

特徴がメデ ィアイベ ントへ向かわせたのかを

実証的に検討するものである。

[調 査 方 法]

調 査 は、1993年6月11-17日 の 間 に実施 さ

れた。調査方法 は、大学 の授業 時 に調査表 を

配布 し一斉 に実施 す る集合調査法 を用 いた。

調査所要 時 間は15分 程 度で あった。調査対 象

者 は大学 生 で あ る。有 効 回収 数 は、5大 学

512名 で あった。調 査対 象者 の内 訳 は、男性

326名(64%)、 女 性186名(36%)、1年 生

146名(29%)、2年159名(31%)、3年154

名(30%)、4年46名(9%)、 不 明7名

(1%)で あ る。 また、調 査実 施大 学 は、文

教 大学(48%)、 横 浜市立大学(18%)、 東 京

大 学(10%)、 明 治 大 学(15%)、 常 盤 大 学

(10%)で あ った(注2)。

主要な調査項 目は次の通 りである。

(a)当 日のテレビ視聴行動
一 日のテレビ視聴行動 と外 出行動

結婚の儀、朝見の儀、パ レー ド中継

番組の視聴行動等

(b)結 婚の儀関連番組の評価

視聴の強度、感動度、好感度、興味

度、メディアに対する評価

(c)ニ ュースとしての重要度の評価

(d)結 婚め儀に関するコミュニケーション

行動 とメデ ィア接触行動

(e)結 婚の儀に関する関心度 と母親、父親、

友人、日本国民の関心度の認知

(f)皇 太子 ・皇太子妃に対する好感度

(9)皇 太子、小和田雅子、皇室、結婚につ

いてのうわさへの接触経験(注3)

(h)日 常のマスコミ接触度 と個人属性(性 、

学年、年齢、住居)'

本報告では(a)(b)(e)(f)についての結果 を中心

に扱 う。その他の結果については、うわさと

ニュースの研究会(1994)(注4)に 詳 しい。

(a)の当日のテレビ視聴行動は、調査表に1時

間単位の24時 間スケールを用意 し、テ レビを

視聴 した時間に線 をひいて もらうことによっ

て測定 した。その際に結婚の儀関連の番組 に
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は二重線で、その他の一般の番組には実線で

回答 してもらった。また外出行動について も

外出時間について実線で回答を求めた。

図193年6月9日 のテレビ視聴率の推移

視聴率
結始儀視聴
その他視聴

[結 果 と考 察]

1.当 日の テ レビの視聴 行動 につ いて

当 日は、早朝5時45分(TBS)に 始 ま り、

6時 に は、在 京6局(NHK教 育 をの ぞ き)

の 結婚 の儀 関連の特別番組 が勢ぞ ろい した。

当 日の テ レビ番組欄 か ら確 実 に結婚 の儀 と関

係 の ない と考 えられ る番組(ニ ュース、 ワイ

ドシ ョーは結婚 の13k関 連 とした)を 朝6時 か

ら午後9時 までの間 に限 ってチ ェ ック し、そ

の放送時 問 を求め た ところ、 日本 テ レビは、

午 後7時 か ら9時 の プロ野球巨人 ヤクル ト戦

の2時 間、TBSは0時 間、 フジ テ レビは2

時 間、テ レビ朝 日は1時 間、 テレビ東 京 は、

午 後7時 か ら9時 のサ ッカーJリ ーグ、 グラ

ンパス対 ヴェルデ ィ戦 を含 めて8時 間30分 で

あ った。 これ ら6局 の延べ 総放送時 間90時 間

(15時 間 ×6局)に 対 し結 婚 の儀 関連番組 が

実 に76.5時 間85%を 占 めてい た。 また、朝6

時 か ら午後9時 まで の問に、6局 の内3局 以

上 が 同 時 に結 婚 の儀 関 連番 組 以外 の放 送 を

や った時 間数 は、13:30-14:00の30分 間 だ

けで あ る。 また、2局 が そ れ以 外 の放 送 を

や ってい た時 間 は、3時 間15分 で あった。逆

にすべて のチ ャンネルが結 婚の儀 関連番 組 を

流 した時 間数 は5時 間20分 で あった。 この 日

の15時 間 の放 送 時 間 の う ち約35%は 、 どの

チ ャンネルを まわ して も結 婚の儀 関連 の番組

しか見 られなか った こ とにな る。

結婚の儀関連番組 は 「リアルタイム」で見て

こそ意味があった

図1は 、当日のテ レビ視聴行動を、結婚の

儀関連番組 とその他の番組 に分けて示 したも

のである。実線 は両者をあわせた全体の視聴

率を示している。結婚の儀潤 連番組の視聴率

(点線)は 、「結婚の儀」が始まった午前ユ0時

に19%、 その後は15%前 後を推移する。また

厂朝見の儀」が行なわれた午後3時 には24% 、

厂パ レー ド」の始まる午後4時 台には31%と

その日の最高を記録 した。このようにイベン

トのある時間帯に多 くの視聴が集まっている。

一方、その他の番組 については(破 線)、 日

中にはきわめて低い。上に述べたようにその

他 の番組がほとんど放送 されなかったから当

然である。しかし、午後6時 になって11%と

結婚の儀関連番組 と拮抗 し、午後7時25%、

午後8時 には30%と 高い視聴率 を示 した。こ

の時問帯は、在京6局 の内4局 は相変わらず

特別番組を放送 していたが、男女 とも結婚の

儀 関連番組 を避 け(図2参 照)、 野球 とサ ッ

カーにチ ャンネルをあわせたのである。この

ように結婚の儀関連番組の視聴 は、イベ ント

の進行 した時間帯 に多 く見 られたと言えるだ

ろう。

結婚の儀関連番組の視聴率は、女性の方が一

貫 して高かった

図2は 、男女別に結婚の儀関連番組の視聴

率の推移を示 したものである。どの時間帯 を

とっても、男性 より女性の視聴率が高い。と

くにイベ ントが進行 している時間帯では顕著

である。例えば 「結婚パ レー ド」では、女性

40%、 男性25%と 女性が15%も 上回っている。

また7時 以降の視聴についても、女性は10%

を越えている。このように当日の結婚の儀関

連番組の視聴では、女性が一貫 して男性を上
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図2結 婚の儀関連番組の視聴率の推移(男 女別)

男性
女性

している対象者に関 して言えば、かな りの割

合で 「結婚パレー ド」 を見たことが明らかに

なった。 また、図か ら明らかなように午後6

時を境 目にして男性 と女性の視聴率は逆転 し

ている。

この日は結局 どの くらいの時間、テレビを見

回 ってい た。

在宅 して いた女性 の70%、 男 性 の50%が 「結

婚パ レー ド」 を見た

図1、 図2で 示 した視聴率 は、全調査対象

者に対するテレビ視聴者の割合であった。当

日のテレビ視聴の実際をさらに詳 しく知るた
1めに
、当日の時間別に対象者の外出行動(外

出率については注5参 照)を 調査 した。午後

12時 か ら午後18時 までの外出率 は男女 とも

40%前 後と高い。在宅 していた対象者は6割

弱 といった ところである。外出 している場合

には、テレビ視聴をしていなかったと仮定 し、

在宅者についてだけテ レビ視聴率(そ の他視

聴を含む)を 算出 した。図3に 示すように、

在宅率 をベースに したテレビ視聴率は、図2

の結果 よりもかな り高 くな り、「結婚パ レー

ド」が開始 された午後4時 台では女性で実 に

71%を 記録 し、男性で も51%で あった。在宅

つづ けたのだろ うか

当 日にテ レビ視聴 を した もの につ いて視聴

時間 を求 める(注6)と 、男性4.62時 間 、女

性4.91時 間(F=1.36,p=n.s.N=433)と

や や女性が多 いが、男女 間に統計 的な差 はみ

られな い。 当 日にテ レビを見 なか った人数 は

男性 に多 かった。男性で もテ レビ視聴 をした

人 は、女性 と同 じ程度 にテ レビを見 ていた こ

とにな る。 しか し、結婚 の儀 関連番組 で は、

男 性2.30時 間 に対 して 女性3.23時 間(F=

14.1,p<0.01N=433)と1時 間 程度 女性

が長 い。逆 にその他 の番組 は、男性2.32時 間

に対 して女 性1.68時 間(F=8.45,p<0.01

N=433)と 男 性 の方 が長時 間であ った。

厂結婚パ レー ド」 を見 に行 った人は女性の

図3在 宅 している対象者のテレビ視聴率(男 女別)

男性
女性

6%だ っ た

以上の結果 は、時間別 のテ レビ視聴 行動で

あ るが、 「結 婚 パ レー ド」視 聴 につ い て もう

少 し詳 しく結 果 を述べ る(注7)。 「結 婚 パ

レー ド」 を調査 時点 まで見 てい ない もの は、

24%(男 性33%、 女 性8%)で あ った。男性

の3割 、女性 で は1割 弱 で ある。他方 、 「結

婚 パ レー ド」 を直接見 に行 った人 は全 対象者

の4%(女 性6%、 男 性2%)ほ ど い る。

「生 中継 で見 た」 人 は
、43%(男 性37%、 女

性53%)で あ る。 「当 日の そ の後の 番組 で見

た」 は、20%(男 性18%、 女 性23%)、 「当 日

以 降 の番 組 で 見 た」9%(男 性10%、 女 性

9%)で あ った。「結 婚パ レー ド」 を 「現場 」

で、 あ る い は 「生 中継」 で 見 た人 は、46%

(男性39%、 女 性59%)と 高 率 であ った。

図4は 、結婚 の儀 関連番組 をどの程 度見 た
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図4結 婚の儀関連番組をどの程度見ましたか 図5結 婚の儀関連番組を見ての感想(男 女別)

くぎ付け
かなり見た

少し見た
ほとんど

見なかった
NA,

肯定的
否定的
見ていない

か とい う問 の結 果で ある。高 い視聴率 を示 し

ていた割 に、その視聴態度 はあ ま り熱心 な も

ので はない ようだ。 「くぎ付 け」 になったは、

1.4%(男 性0.6%、 女 性2.7%)と 極 端 に少

な く、「か な り見 た」 も18%(男 性12%、 女

性29%)と 少 ない。 「少 し見 た」、「ほ とん ど

見 ない」 と答 えた ものが実 に67%と3分 の2

以 上 を占めてい る。 この結 果 は、多 数の対象

者 が長 い時問見 た割 には、熱心 に視聴 した対

象者 は男女 と もにたいへ ん限 られていた こ と

を示 してい る。 しか し、当 日の異常 な結婚 の

儀 関連番組 の 占有率 か ら言 うな らば、結婚 の

儀 関連番組 の視聴 時間数 は、確 かに 「少 し見

た」 「ほ とん ど見 な い」 に該 当 して もおか し

くはないだ ろ う(注8)。

2.結 婚の儀関連番組の評価

次に、結婚の儀関連番組を見ての評価につ

いて述べ る。テレビ視聴によるイベン トへの

参加ぽ、どの程度の感動や好感、興味を与え

たのか。また、メデ ィアを中心にくりひろげ

られた異常な報道合戦や、すでに述べたよう

に、どのチ ャンネルも同じような内容の番組

を流すことについて、どのような意見を持っ

ているか明らかにしよう。

結婚の儀関連番組は 「感動」よりは、「好感」

を与えるのに成功 した

結婚の儀関連番組 をみての感想を、まとめ

て図5に 示す。ひとことで述べるならば、女

性は男性 よりも全般的に肯定的な感想を持っ

た と言 えるだ ろう。いずれの項 目で も、 ほぼ

男性 の倍以 上の数字 を示 して いる。 テ レビ番

組 を見 て 「感動 した もの」(「感動 した」、「や

や感動 した」 をあわせた数字。図 中で は肯定

的 と表示)は 、男性26%、 女 性48%で あ る。

「感動 しなか った」 ものが男女 と もに上 回っ

て いる。「好 感 を持 った」 もの は、男性49%、

女 性74%と いず れ も 「好感 を持 たなか った」

を大幅 に上 回ってい る。テ レビは視聴 者 に幅

広 く好感 を与 える ことに成功 している。 また、

「興 味 を持 っ た」 もの は
、 男 性26%、 女 性

59%と 男 女で大 き く差があ る。男性 は 「興味

を持 た なか った」 ものが過半数 を越 えたの に

対 して、女性 では 「興味 を持 った」 ものが過

半 数 を越 えている。 この よ うに、女性 は、 テ

レビ視 聴 を通 して 、 「好 感」 「感動」 「興味」

を感 じたが 、男性 は 「好感」 を持 ったが 「感

動 」「興味」 は感 じなか った と言 えるだ ろう。

テ レビ中継 を見て、約半 数 は 「騒 ぎす ぎ」 と

感 じ、8割 は同 じよ うな番組の垂 れ流 しに批

判的で あった。

当 日のテ レビ中継 は、早朝か ら夜 間 まで、

結婚 の儀 関連番組 を中心 と した非常 に偏 りの

あ る番組編 成で あ った。 この よ うなメデ ィア

の 在 り方 につ い て、対 象 者 は 厂騒 ぎす ぎ」

「やや騒 ぎす ぎ」 と答 えた もの が56%(男 性

51%、 女性60%)、 「騒 ぐの は当然」38%(男

性30%、 女 性41%)、 厂そ の他」 「見て いない」

17%(男 性18%、 女 性9%)で あ った。騒 ぎ

す ぎと考 える ものがい る一方 で、騒 いで も当
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然という意見 もかな りの割合 を占めている。

しか し、どの局 もほとんど同じような番組を

流すことについては、「好 ましくない」「あま

り好ましくない」をあわせて76%(男 性73%、

女性82%)で ある。肯定的な意見は14%(男

性14%、 女性14%)に 過 ぎない。熱心 に視聴

した女性の方に否定的な意見が多い。テレビ

が類似 した内容の番組を流すことに対する批

判はかなり強いものがある。

図7結 婚の儀に関する自分自身の関心と世間の関
心(女 性)

3.結 婚の儀への関心の強 さと皇太子 ・皇太

子妃に対する好感度

結婚の儀 に関して対象者はどの程度関心 を

持っているのか。 また、自分の周囲の友人た

ち、父親、母親、さらに、 日本国民はどの程

度この行事 に関心 を持 っていると対象者は考

えているのか。結婚の儀 に関して、誰が もっ

とも強い関心を持っていると対象者 は考えて

いるのだろうか。

自分自身の関心は世間の人の関心に くらべて

かな り低いと思っている

図6、7は 、厂結婚の儀」に関する自分自

身の関心の強さと、周囲の友人、父親、母親、

さらに日本国民の関心の強さを答えさせた も

のである。

図6は 、男性の結果である。「関心が とて

もある」か ら 「少 しある」 までの数値の和の

大 きい順 に示 した ものである。 日本国民は

図6結 婚の儀に関する自分自身の関心 と世間の関

心(男 性)

85%、 母 親74%、 父 親59%、 そ して自分 自身

32%、 友 人31%で あ る。母 親 と日本 国民 は合

計 した 数値 は近 い が、母 親 で は 「とて もあ

る」 がたいへ んに多い。 自分 と友人 の関心 度

はたいへん に近 い ところにある。

図7は 、女性 について の同様 の結果 であ る。

日本 国民93%、 母 親81%、 つ いで友人66%、

自分 自身60%、 も っとも関心 が低 い とみな さ

れ てい るの は父親 で、27%で あ った。女性 の

場合 に も母親 は 「関心 が とて もあ る」が たい

'へんに多い
。 自分 と友 人の 関心度 は近 い。

女性 は、 この行事 に対 しとて も強い関心 を

持 って いる こ と、男女 ともに、厂日本 国民」

はこの行事 に強い 関心 があ る と認 知 して いる

こ と、 そ の中 で も母 親 は と くに 強 い関 心 を

持 って いる こと。 さ らに、両性 とも友人 は自

分 自身 とほぼ類 似 した位 置 にいる と考 えて い

る ことなどが明 らか にな った(注9)。

皇太子に対 し好感を持っているもの(「 好

感 を持 っている」「まあ好感 を持っている」

をあわせた数字)は 、男性64%女 性77%で あ

る。これ に対 して皇太子妃につ いては男性

77%女 性96%で ある。このように、男性 より

も女性が、また皇太子に対するよりも、皇太

子妃に対する好感度が高い。 とくに女性にお

いて、その傾向は顕著である。他方、好感を

もたない もの(厂 ほ とん ど好感 を持っていな

い」「あ まり好感 を持っていない」 をあわせ

た数字)は 、皇太子については男性34%女 性
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23%で ある。これに対 して皇太子妃について

は男性22%女 性4%で あった。皇太子妃にた

いする好感度はとても高いようだ。

統計的に有意であった2成 分について構造

係数を表1に 示す。

表1正 準相関分析の結果(構 造係数)

4.「 結婚の儀」テレビ視聴の構造

結婚の儀関連番組 といって も、朝の10時 か

ら開始 された 「結婚 の儀」、・午後3時 の 「朝

見の儀」、そして5時 過 ぎに終了 した 「結婚

パ レー ド」 まで多様であ り、人によってその

見方は多様であったはずである。ある対象者

は結婚パ レードだけ視聴したか もしれないし、

他の対象者 は午前のみの視聴だったか も知れ

ない。結婚の儀関連番組の視聴行動相互の関

係 はどうなっているのか。また、視聴行動 と

番組を見ての評価や、メディアに対する評価

とどのような関係にあるのか。当日の結婚の

儀関連番組の視聴行動の構造を明 らかにした

いo

同時に、そこで明 らかにされる視聴行動の

構造は、対象者のどのような特性か ら説明ざ

れるのか。結婚の儀に対する本人の関心の強

さや他者の関心の認知 とか、皇太子に対する

好感度や皇太子妃に対する好感度が視聴行動

の構造をどのように説明するのか。これらの

要因に加えて、本論文では紙数の関係で触れ

えなかった結婚の儀のニュース価値 の認知

(注10)、 パーソナルコミュニケーションで話

題 として とりあげた経験(注11)、 さらに結

婚の儀 についての情報探索行動(注12>、,ふ

だんのマスコミュニケーション接触行動やデ

モグラフィック要因を用いて上記の視聴行動

の構造 を説明す るために、正準相関分析(柳

井晴夫他、1985)を 行なった。基準 変数とし

ては、当 日のテレビ視聴行動に直接関係する

変数9項 目を用いた。また、説明変数 として

は、性、年齢、住居 などのデモグラフィック

要因を含めて表1に 示す23項 目を用いた。

変数名 成分1成 分2

[説明変数群]

PKOの ニュースより価値

留学生射殺より価値

Jリーグより価値

政治改革より価値

友人と話題になる

自分から話題にする

家族と話題にする

新聞で関連記事を読む

週刊誌で関連記事を読む

スポーツ新聞で読む

関心ある

母関心ある

父関心ある

友人関心ある

国民関心ある

皇太子に好感

皇太子妃に好感

新聞よく読む

TVニ ュースよく見る

テレビよく見る

性別

学年

住居

陛準変数醐

結婚の儀

朝見の儀

結婚パレード

よく見た

感動した

好感を持った

おもしろかった

騒ぎすぎである

同じ番組好ましい

一〇
.1417

-0
.1445

-0 .3566

-0 .3129

-0 .4024

-o .4工66

-0 .3898

-0
.4055

-0
.3600

-0
.2951

-0
.9509

-0
.3772

-0
.2920

-0
.5598

-0 .3681

-0 .5352

-0 .6194

-0 .0440

-0 .1703

-0
.0079

0.4080

-0
.0311

-0
.0093

一 〇
.5705

-0
.5644

1.!:'

-0
.6929

-0 .8131

-0
.8027

-0
.8363

0.4389

-0
.5114

0.2476

0.1515

0.0447

0.1935

-0 .0578

-0
。1888

-0 .1473

-0 .2741

-0
.1113

0.oss7

-0
.1019

-0
.0915

0.0512

-0
.0631

0.0399

0.3497

0.3369

-0.2381

-0 .5670

-0 .4083

0.3228

0.0337

-0
.0331

一〇
.4808

-0
.3974

-0
.4316

-0 .5480

0.0228

0.2754

0.0542

-0
.4770

0.4237

正準相関係数 0.83260.4878

当 日のテ レビ視聴行動の第1成 分 は、「奉祝
一色」のテ レビ視聴

正準 相関係数 は0.82と 高 い。基準 変数群 は、

用 いた変数 のすべ て に高 い負荷量 を示 してい

る。結 婚 の儀 関連番組 を見 た感想 として 「興

味 を持 った」(-0.84)「 感 動 した」(-0.81)

「好 感 を持 った」(-0 .80)厂 関 連番 組 を一生

懸命 に見 た」(-0.69)「 パ レー ドの中継 を見

た」(-0.61)「 結 婚 の儀 の 中継 を見 た」(-

0.57)「 朝 見 の儀 を見 た」(-0.56)、 さ らに、

「メ デ ィ ァ は騒 ぎ過 ぎ で は な い(注13)」

(0.44)厂 同 じ様 な番 組好 ま しい」(-0.51)
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な どすべ て の項 目に高 い負荷量 を示 してい る。

これ らの こ とか ら、基準 変数の第1成 分のマ

イ ナス側 は、積 極 的 なテ レ ビ視聴 行 動 、 メ

デ ィアの報道姿 勢 に対す る肯 定 と、 テ レビ視

聴後 のポ ジテ ィブな印象 の形 成 を示 してい る

と言 える。

これ らの構造 を説明す る要 因 と して 、 もっ

と も大 きいの は、結 婚の儀 に関す る本人 の関

心の強 さ(-0.95)で あ り、皇太 子妃 に対 す

る好 意的 な態 度(-0.62)、 友 人 の 関心(-

0.56)、 皇 太 子 に 対 す る好 意 的な 態 度(-

0.54>。 さ らに、友 人 に 自分 か ら話 題 にす る

(-0.42)友 人 と話 題 にす る(-0.40)家 族

と話題にす る(-o.39)な ど の活発 な対 面的

な コ ミュニ ケー シ ョン活 動、新聞(-0.41)、

週 刊 誌(-0.36)な どの情報探索活動 、 さら

に、結婚 の儀 の ニ ュース価値 と して、Jリ ー

グ(-0.36)や 政 治改革(-0.31)の ニ ュー

ス よ りも価 値 があ る とす る。デモ グラフ ィ ッ

ク要 因で は,性 別(-0.41)の み が 高 く、

「女性」 に関連が 強い ことを示 してい る
。

当 日のテ レビ視 聴行動の第2成 分 は、 「メ

る」(-0.56)、 「テ レ ビ を よ く見 る」(-

0.41)な ど 日常的 なテ レビメデ ィア接 触行動

と、 「皇太子 に否 定的 な態度」(0.35)、 「皇太

子 妃 に対 す る否 定 的 な態 度」(0.34)を 持 っ

てい るこ と、 さらに性別(-0.32)で は 、第

1成 分 と同様 「女性」 に関連 が強い こ とを示

してい る。

ディア批判」の醒めたテレビ視聴

第2成 分 は、正準 相関係 数は、0.48と 第1

成 分 よりか な り低 くなる。基準 変数 につ いて

は、テ レビ視聴後 のポ ジテ ィブな感想 は関連

が ない。 第1成 分 と同様 に 「関連 番組 を一生

懸 命 見 た」(-o.55)「 結 婚 の儀 の中 継 を見

た」(-0.48)、 「パ レー ドの 中継 を見 た」(-

0.43)「 朝 見 の儀 を見 た」(-0.40)が 高 い。

メデ ィア評 価 につ いて は、第1成 分 と全 く逆

に 「メデ ィアは騒 ぎ過 ぎで ある」(-0.48)、

「同 じ様 な番組好 ま しくない」(0 .42)と ネ ガ

テ ィブな評価 が与 え られ る。 このよ うに第2

成 分マ イナ ス側 は、結婚 の儀関連番組 をよ く

'見 たが、 メデ ィアの報道 に対 して否定 的な態

度 を持 って いる ことを示 してい る。

また、説 明変 数 と して高い負 荷量 を持 つ項

目は、ふだ んか ら 「テ レビニ ュース を よ く見

このように当 日の積極的なテレビ視聴の構造

は二元的である

このように、結婚の儀関連番組の当 日の視

聴行動に大きく2つ の視聴次元があることが

明 らかになった と言える。2つ の次元は、お

もしろいことに、いずれも積極的なテ レビ視

聴行動を説明する次元であ り、その上いずれ

の次元 も女性 に関連 しているのである。

第1の 次元でのテレビ視聴行動は、結婚の

儀 に対する強い 「関心」からもたらされるも

のであ り、皇太子 ・皇太子妃に対する好感、

結婚の儀について友人や家族との話題 として

積極的に取 り上げたり、パーソナルなレベル

で自分か ら話題 として話 した経験を持つ。テ

レビ以外にも新聞や週刊誌 を 「情報検索」 し、

「ニュース価値」があ ると考える。その結果

として、積極的にテ レビ視聴 を行なったので

ある。まさに、メディアがもくろんだ 「奉祝
一色」のテ レビ視聴行動そのものといったと

ころである。

これに対 して第2の 次元は、第1の 次元と

同様、女性の積極的な視聴行動 を説明するの

だが、ふだんか らテレビへの積極的な態度 を

持つ対象者が、結婚の儀に関しても積極的に

視聴 したことを示す。この次元では、メディ

アの報道姿勢に対す る批判やマスコミの騒 ぎ

過ぎにたいする批判が明確に意識 されてお り、

さらに、皇太子 ・皇太子妃に対する否定的な

態度とも結びついている。男性は、結婚の儀

関連の視聴行動が低いために、いずれの次元

でも女性の反対側に位置 してお りはっきりし

た特徴がみられない。男性のみの正準相関分
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析では、統計的に有意な成分 として、視聴行

動量の大小を示す一次元の単純な構造が求め

られた。単純に結婚の儀関連番組 をたくさん

見たかどうかという次元だけで説明されてい

る。

本研究 の結果が示す ように、「結婚の儀」

と呼ばれる 「メディアイベ ント」に積極的に

関わったのは明らかに女性であ り、そのこと

は、r本論文の単純集計にもはっきりと示 され

ている通 りである。 しか し、全ての女性が同

じように視聴 したのではなく、本研究が示す

ように、高い女性の視聴率 は、厂奉祝一色」

のテ レビ視聴者 と、「メディア批判」の醒め

たテレビ視聴者 とが、 ともにメディァイベン

トに参加することによって形成されていたと

言えるだろう。

[注]

注1.報 道 開始 後1時 間15分 後 の午後10時 ま

でに調査対 象者の62.9%が このニ ュース を

知 るに至 ってい る。皇太子 妃決定 ニュース

に関 しては、川上善郎(1993)に 詳 述 され

てい る。

注2.調 査表の設計、調査の実施にあたって

は、川浦康至(横 浜市立大学)池 田謙一

(東京大学)古 川良治(常 盤大学)諸 氏の

協力を頂いた。

注3.以 下 に皇太子 ・皇 太子妃 ・結婚 ・皇室

に関す るうわさを聞いた ことが ある と答 え

た ものの割合 を示 す。皇太子妃 に関す るう

わ さは、広範 囲に語 られた こ とが分 か る。

皇太子 に関す る うわ さが もっ とも少 ない。

いず れ も女性 の方が高い割合で ある。

全体 男性 女性

小 和 田雅 子 に関す るうわ さ44.735.0、61.8

皇 太 子 に関す る うわ さ29.124.836.6

皇 太 子結婚 に関する うわ さ42.837.751.6

天 皇 や皇 室 に関す るうわ さ34.624.552.2

(数字}よ%n=512)

注4.う わ さ とニ ュースの研究 会(代 表川上

善郎)は 、情 報社 会でのニ ュースや うわさ

の伝 達 を研 究 す る もので あ る。突 発 的 な

ニ ュースの発 生に対 応す るため に、パ ソコ

ン通信 を用 いて、調査表の検討 や調査表 の

配 布 を行 って い る。す で に、「エ イズ と う

わ さ」、厂宮沢 りえ ・貴花 田婚約 ニ ュース」、

「皇 太子 妃 決定 ニ ュー ス」
、 「宮 沢 りえ ・貴

花 田婚約解消 ニ ュー ス」、「ロ シア軍最高 会

議 ビル突入 ニ ュース」 に関 してニ ュースの

伝播 とパ ー ソナル コ ミュニ ケー シ ョンとい

う観 点 か ら調査 を行 なって い る。

注5.付 図は、時間別の外出率 を示す。男性

では深夜早朝の時間帯で も10%以 上の外出

率である。午前9時 頃か ら外出が始まり、

午後4時43%、 午後5時 には45%に 達する。

付図93年6月9日 の時間別外出率(男 女別)

注6.回 答記入の方法から、テレビを見てい

なかったもの と無回答者 とを区別で きない。

ここでのテ レビ視聴時間は、当 日テレビを

見たもの(行 為者)に ついての平均値であ

る。一般にはテレビ視聴時問は、見ていな

い ものを含めて平均時間を用いるのが一般

的であるようだ。

注7.「 結 婚 の儀」 「朝 見 の儀 」 「結婚 パ レー

ド」 について は、 厂生 中継で見 た」「当 日の
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その後の番組で見 た」「当日以降の番組で

見た」 「見ていない」を選択肢 として質問

している。下に結果の一部を示すが、同時

進行の形で見 た視聴者 は、「パ レー ド」 に

特 に多かったことが言えるだろう。 ここで

の数字は、本文中の時間別の視聴率 と大 き

く異なって高い。時間別では、午後4時 台

で29.5%で あ るの にたい して下 表で は

42.8%と10%以 上高い。ひとつには調査方

法の違いがあるが、主たる理由は、パ レー

ドが4時 台、5時 台にまたがってお り、時

間別では別の時間帯 として集計されるため

である。

生中継 後の 当 日 見て

NAで見た 番 組で 以 降 な
い

結婚 の儀26.8%34.0%8.2%30.9%0.2%

朝見 の儀20.9%26.2%7.0%45.5%0.4%

バ レー一ド42.8%19 ,9%9.4%23.8%0.6%

(パ レ ー ドに つ い て は 現 場 で 見 た が3.5%)

注8.「 く ぎづ けに なった」 と答 えた人 の結

婚の儀関連 番組 の平均視 聴時 間は10.0時 間

(n=7)、 「か な り見 た」4.7時 間(n=93)、

「少 し見 た」2 .4時 間(n=198)、 「ほ とん

ど見 なか った」1.1時 間(n=145)、 「見 な

か った」0.1時 間(n=66)で あ った。5

時 間以上の視聴 を しない と 「かな り見 た」

とは感 じない状況 であ ったこ とが、 この結

果 か ら言 えるのだろ う。

注9.因 子分析結果では、「自分自身の関心」
「友人の関心」「国民の関心」が第1因 子

、
「父親の関心」「母親の関心

」が第2因 子 と

なった。このことか ら、自分自身の関心の

強 さは 「友人」「国民」の関心の認知と関

連する。すなわち、関心の強い人ほど、友

人や日本国民 も関心が強いと考 える傾向に

ある。これに対 して、両親については、自

分の関心の強さとは独立 して判断されてい

る。

注10.ニ ュ ース価 値 の認 知 は、 次 の4つ の

ニ ュース と比 較 させ た ものであ る。結 婚の

儀のニ ュースの方が重要 とした ものの割合

は次 の とお りで あっ た。 ほぼ政 治 改 革 の

ニ ュース と同程 度の重要度 とい った ところ

であろ うか。

全体 男性 女性

PKOで の 日本 人 殺 害 の

ニ ュース17 .620.911.8

日本 人留学生射 殺事件 の

裁 判のニ ュース25.831.016.7

Jリ ー グ開幕 のニ ュース70.764.481.7

政 治改 革の ニュース49.851.546.8

(数字 は%n=512)

注11.結 婚 の儀 につ いてのパ ー ソナル コ ミュ

ニ ケーシ ョン経験 は、次の とお りであ る。

男 女 と も友 人 の 間で 、結婚 の儀 が 話 題 に

なったこ と、 また、家族 と もある程 度 は話

題 になった ことが読 み取れ るだろ う。いず

れ も女性 に と くに顕著 であ る。

全 体 男 性 女 性

友 人 と話題 になった54.543.973.1

自分 か ら話題 に した38.129.453.2

家 族 と話 題 になった44.533.164.5

(数 字 は%n=512)

注12.結 婚 の儀 につ い て詳 しく知 る ため に

「新 聞」
、 厂週刊 誌」、 厂スポ ー ッ新 聞」 へ接

触 したかを調査 している。

注13.厂 」 内の表 現 は、マ イナ スの方 向での

意 味解 釈 にあわせて表現 してい る。
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